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FIT2017（第 16 回情報科学技術フォーラム）開催のご報告  

                          HCG 企画幹事  

                          吉田悠  (NEC) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

第 16回情報科学技術フォーラム FIT2017が，2017年 9月 12日(火 )から 14日(木) 

まで，東京大学  本郷キャンパスにおいて開催されました．  

 

FIT（Forum on Information Technology）は，電子情報通信学会情報・システ  

ムソサイエティ（ ISS）及びヒューマンコミュニケーショングループ（ HCG)と情 

報処理学会（IPSJ)との合同で開催されるフォーラムで，従来の大会の形式にと  

らわれずに新しい発表形式を導入し，タイムリーな情報発信，活気ある議論・  

討論，多彩な企画，他分野研究者との交流などの実現を目標としています．  

 

今年で 16 回目となる FIT2017 は，選奨論文および一般論文講演数 469 件，イベ 

ント企画数 22 件となり，多くの発表者，参力者が集う会となりました．各セッ  

ション及びイベント会場では，活発な議論がなされていました．  

 

FIT 学術賞表彰式においては， FIT2015 ヤングリサーチャー賞 58 編の表彰が行  

われました．また， FIT2017 船井業績賞を受賞されたマイクロソフトリサーチ  

アジア主席研究員の池内克史氏より「 Computer Vision 分野における世界的研  

究業績と人材育成」というタイトルの受賞記念講演があり，貴重なお話を伺う  

ことができました．  

 

会期中のイベント企画は，「オープンデータ活用の最前線  －デジタルプラクテ  

ィスライブ－」「人工知能は人間の幸福度を測ることができるか？～主観的 QoL 

計測におけるコンピュータビジョン・パターン認識技術の可能性を探る～」「東  

大・情報理工研究 100 連発 ～電子情報学専攻編～」などが開催され，最新の技  

術動向やそれに関連するトレンディな話題が提供されました．  

 



-2- 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣  

HCG シンポジウム 2017 開催のご案内  

                          企画幹事  

                          吉田寛  (NTT) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

毎年 12 月の恒例となりました，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショ  

ングループ(HCG)が主催する HCG シンポジウム 2017 の開催のご案内です．  

 会場： 金沢歌劇座（石川県金沢市）  

 http://www.kagekiza.gr.jp/ 

 会期： 2017 年 12 月 13 日(水)-12 月 15 日(金) 

 事前参加〆切： 2017 年 11 月 20 日（月）  

 副題： ヒューマンコミュニケーションと価値創造  

 

今年度は，125 件 (口頭発表 102 件，インタラクティブ発表のみ 23 件)と過去最 

高の発表申込がありました．昨年に引き続き，今年もすべての口頭発表者がイ  

ンタラクティブ発表でも同一内容を発表できますので，時間を気にすることな  

く活発な議論を行うことができます．  

 

また，学生の皆様のご発表や萌芽的研究のご発表が多く見られることも本シン   

ポジウムの特徴です．これからの時代の新しい流れを生み出す場となるよう，   

運営委員一同準備を進めております．ぜひご参加ください．  

 

本シンポジウムでは，一般セッションに加え，特集テーマセッション 2 件,  

特別セッション 1 件, チュートリアル講演 1 件を予定しております．  

 

 【特集テーマセッション（旧称：オーガナイズドセッション）】  

 「雰囲気工学」  

  12 月 14 日(木 )  9:30-11:30  12:30-14:30 

 

 「ソーシャル・イメージング」  

  12 月 13 日(水 ) 10:00-12:00  13:00-15:00 

 

 【特別セッション（旧称：企画セッション）】  

 「シビック・テック」  

  12 月 14 日(木 )  9:30-11:30 

 

 【チュートリアル講演】  

   12 月 14 日(木 )  15:20-16:20 

   小森政嗣教授(大阪電気通信大学 )に下記テーマでご講演いただく予定です . 

   「工学分野で行われるユーザ評価の進め方と課題 (仮称)」  

 

なお , 開催時間については現時点での予定であり変更になる可能性がありま

す. 
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参加費は事前：一般 10,000 円, 学生 5,000 円となっております . 

事前参加〆切を過ぎますと当日料金になり参加費が変わりますのでご注意くだ  

さい. 詳細は下記をご覧ください .  

 

 http://2017.hcg-symposium.org/registration 

 

また, シンポジウムでの活発な研究議論とともに，懇親会・表彰式にもぜひご  

参加ください．懇親会では , 特集テーマセッション , インタラクティブセッシ  

ョンの優秀講演についての表彰も予定しております . 

懇親会は 12 月 14 日(木) 19:30 から金沢東急ホテルにて開催予定です . 

事前参加費：一般 5,000 円, 学生 1,000 円  

 

こちらの事前参加〆切も 2017 年 11 月 20 日（月）となっており , それ以降は  

当日料金となりますのでご注意ください . 

 

その他最新情報につきましては，下記をご覧下さい．  

 http://2017.hcg-symposium.org/ 
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2018 年総合大会投稿のご案内  

                          HCG 企画幹事  

                          吉田悠  (NEC) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

電子情報通信学会では，例年春と秋に大会を開催しており，春にはヒューマン  

コミュニケーショングループ（ HCG）を含む 4 ソサイエティ 1 グループが一堂に  

会して総合大会を開催いたします．2018 年の総合大会は東京電機大学（東京都） 

において開催されますのでご案内申し上げます．  

 

   会 期：2018 年 3 月 20 日（火）～23 日（金）  

   会 場：東京電機大学（東京都）  

   懇親会： 3 月 21 日 17：30～  東京電機大学内学生食堂  

   講演申込開始： 11 月 3 日（金）  

   講演申込締切：  1 月 10 日（水）  

   聴講申込開始：  1 月 11 日（木）予定  

   聴講申込締切：  2 月 12 日（日）予定  

 

最新の情報は下記の URL をご参照ください．  

 http://www.ieice-taikai.jp/jpn/ 

 

総合大会並びにソサイエティ大会では，優秀な論文を発表した方の中から学術  

奨励賞を選定しております．学術奨励賞は電子工学および情報通信に関する学  

問技術の奨励のために有為と認められる新進の科学者または技術者に贈呈する  

ものです．平成 28 年度学術奨励賞授賞式は 2017 年総合大会で行われました．  

 



-4- 

 

また，例年総合大会では多数の企画セッションが開催されます．2018 年総合大 

会においても 47 件の企画セッションおよび公募シンポジウムセッションが提  

案され，開催に向けて準備が進められています． HCG 関連としては，下記の企  

画セッションが予定されております．  

 

  セッション番号： HBI-1 

 ・ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤と知的環境  

   オーガナイザ：中澤仁 /伊藤昌毅（慶應義塾大学環境情報学部 /東京大学） 

 

  セッション番号： TK-4 

 ・教育改革の動向と学会の役割  ～高大接続の推進に向けて～  

   オーガナイザ：小粥締夫（日本経済大学）  

 

 皆様のご講演申込み，ご参加を心よりお待ち申し上げます．  
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研究会活動紹介（ VNV 研究会）  

                          VNV 運営委員長  

                          大塚和弘  (NTT) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

ヴァーバル・ノンヴァーバル・コミュニケーション（ VNV）研究会は，ヒューマ  

ンコミュニケーショングループ傘下の第 3 種研究会として，人間同士のコミュ  

ニケーションを支える言語（ヴァーバル）情報と非言語（ノンヴァーバル）情  

報の役割に焦点を当て，両者の効果的な統合により人間とコンピュータ間のコ  

ミュニケーションを円滑にする技術と，コミュニケーション・モデルの構築を  

目指して，活動をしています．2005 年 10 月の設立以来，これまで 58 回の研究 

会，並びに，11 回の年次大会を開催してきました．  

 

VNV 研究会は，文理融合的な性格が特徴であり，実際，運営委員，研究会参加  

者ともおおよそ理系・文系が半々の構成となっています．また，拙速な工学的  

技術開発よりもむしろ，＜コミュニケーションにおける言語情報と非言語情報  

の役割の解明＞という問題意識の共有と，その上での議論の深化を重視してい  

ます．毎回，情報工学，認知科学，心理学，言語学，社会学，人類学といった  

様々な分野で活躍する方々に参加頂いており，ともすれば発表者による一方向  

的な情報提供という形に陥りやすい学会形式の運営を避け，個々人の研究発表  

をトリガーとした広域的なディスカッションを展開し，参加者間の有機的な相  

互作用と新しいアイデアの創発を促進していく点が本研究会の特色です．  

 

通常，年間 4～5 回程度の定例研究会，及び，毎年 3 月に年次大会を開催してい  

ます．定例研究会は，毎回 1（～2）名の話題提供者を指名し，話題提供者と参  

加者間にて濃密な議論ができるよう，十分な時間（通常 4 時間程度）をとり，  

比較的小規模な参加者構成で実施しています．年次大会は，都度設定するテー  

マに沿った数件の話題提供や外部講師による招待講演，パネルディスカッショ  

ンなど柔軟に構成され，定例研究会より規模を拡大して行われます．また例年，  
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8 月の研究会では HCS 研究会との共催も継続しています．これら研究会の開催  

案内は，VNV のホームページ（ http://www.ieice.org/~vnv/index.php）や VNV 

メーリングリストを通じて随時行っております．ご興味のある方は是非一度，  

VNV のホームページをご覧頂ければと思います．  
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ヒューマンコミュニケーショングループ研究会・関連行事について，  

詳しくは HCG ホームページ http://www.hcg-ieice.org/をご覧ください．  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  
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☆e-mail による情報配信を必要としない方は，その旨 henkou@ieice.org まで

会員番号，氏名をご連絡ください．処理に  1 ヶ月程度かかりますので，入れ違

いに，再度情報配信された場合は，ご容赦ください．  

（ご連絡いただいた場合は本会，登録ソサイエティ，グループ，支部，からの  

全ての情報配信が止まりますので，情報配信を再度希望される時も，その旨，  

henkou@ieice.org までご連絡下さい．）  

ieice-ieice-ieice-ieice-ieice-ieice-ieice-ieice 

（社）電子情報通信学会  サービス事業部  

TEL:03-3433-6691 FAX:03-3433-6659 


